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第１章　社交不安の概念
　本章では，社交不安の定義や特徴，社交不安に関連する
現象を取り上げ，社交不安という概念を理解した。第１節
では，社交不安の定義や，社交不安が高い者の特徴を概観
し，本論文での社交不安を「現実，あるいは想像上の対人
場面において，他者からの評価に直面したり，もしくはそ
れを予測したりすることから生じる不安状態」（Schlenker 
& Leary, 1982）とした。第２節では，社交不安に関連の
ある概念を取り上げ，社交不安障害，シャイネス，スピー
チ不安について述べた。第３節では，社交不安の発生と維
持に関する認知理論モデルあるいは認知行動理論モデルに
ついてまとめた。
第２章　社交不安の理解とそれへのアプローチ
　本章では，認知行動療法とパーソナル・コンストラクト
理論（personal construct theory : PCT ; Kell, 1955）そ
れぞれの立場から，社交不安のアセスメントおよびアプ
ローチについて概観した。第１節では，認知行動療法の分
野において多用されている，社交不安のアセスメント方法
について述べた。第２節では，社交不安に対する典型的な
認知行動療法についてまとめた。第３節では，構成主義的
な理論であるPCTを取り上げ，PCTにおける主要なアセス
メントツールであるレパートリ ・ーテスト（repertory test 
: Rep）について述べた。Repは，パーソナル・コンストラ
クトを把握することによって，エレメント（構成の対象）
と，エレメントを予測し，解釈する枠組みであるコンスト
ラクトの関係性を探る方法である。第４節では，PCTに基
づく心理療法である役割固定法（fixed-role therapy : 
FRT ; Kelly, 1955）を取り上げ，関連する先行研究の知見
を概観した。FRTとは，日常生活のなかで一定期間，架空
の人物の役割を演じることで，コンストラクトシステムを
現実に役立つものに再構成する方法を学ぶための技法であ
る。
第３章　社交不安をめぐるレパートリー・テストと役割固
定法に関する研究の問題点
　本章では，第２章で概観した，PCTの立場におけるアセ
スメントとアプローチに関する問題点を整理し，これらが
臨床心理学分野で実践的に用いられるために解決する必要
がある課題を提示した。具体的には，アセスメントに関し
ては，文脈を考慮に入れた対人要因との社会的相互作用を
把握できるRepの開発が必要であること，アプローチに関
しては，FRTの有効性を示すために，対人関係において役
割を演じることが社交不安にどのような影響を与えるのか
という点を明らかにする必要があること，社交不安に対す
るFRTの効果をより高めるために，FRTの３段階の主要な
手続き（演技シナリオの作成，リハーサル，上演法）のそ
れぞれにおいて，PCTの基本的人間観である「人の主体的
な，環境の認識と環境への関わり」をより具現化したFRT
を開発し，それが社交不安に及ぼす影響を検討する必要が
あることという３点を指摘した。
第４章　本論文の目的・意義・構成
　本章では，第３章で述べた問題点を踏まえて，本論文の
目的を示した。本論文の目的は，社交不安用のRepを開発
し，それを用いて，社交不安が高い者における特徴を理解
すること，対人関係において役割を演じることが社交不安
に及ぼす影響を数量的に検討すること，効果を強める要因
であると推測される変数を操作することで，FRTの効果が
変化するかどうかを実験的に検証すること，さらに，効果
を強める要因を踏まえて改良したFRTの社交不安に対す
る効果を詳細に検討することであった。
第５章　社交不安を対象としたレパートリ ・ーテストの開発
　本章では，社交不安用Repを開発し，それを用いて社交
不安が高い者におけるパーソナル・コンストラクトの特徴
を理解した。研究１においては，社交不安を標的としたパー
ソナル・コンストラクトを把握するための社交不安用Rep
が開発され，研究２では，それをさらに精緻化した，社交
不安用Rep発展版が開発された。そして，社交不安用Rep
あるいは社交不安用Rep発展版によって得られた反応を個
別に検討すること，さらに類似した反応をカテゴリ化する
ことで，社交不安が高い者におけるパーソナル・コンスト
ラクトの特徴が示された。
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第６章　対人関係において役割を演じることが社交不安に
及ぼす影響
　本章では，FRTの基礎研究として，役割を演じることが
社交不安に及ぼす影響について検討した。研究３の共分散
構造分析の結果から，対人関係の中で役割を演じることや
それに対する主観的な評価は，社交不安を扱ううえで重要
な変数であることが示唆された。したがって，役割を演じ
ることを特徴とするFRTを社交不安に適用することは，有
意義であると考えられた。さらに，FRTの効果を強める要
因について検討する際には，「人の主体的な，環境の認識と
環境への関わり」をより高めるという視点に加えて，「役割
演技を行う自己に対する否定的な評価」をさせないという
視点を考慮する重要性が示された。
第７章　役割固定法の効果を強める要因の検討
　本章では，FRTの効果を強める要因として考えられる変
数，すなわち，PCTの理念に沿った「人の主体的な，環境
の認識と環境への関わり」をより高め，「役割演技を行う自
己に対する否定的な評価」を抑制すると考えられる変数を
取り上げ，それらが社交不安に対するFRTの効果に及ぼす
影響について検討した。研究４では，「演技シナリオの作
成」段階において，演じる役割を決定する際に個人の意思
決定を反映させたFRTを開発し，その社交不安改善効果を
検討した。研究５では，「リハーサル」段階での取り組みを
通して，クライエントが，自分が演じる役割について把握
していること，および役割を演じるという課題を行う意味
を理解していることが，社交不安に対するFRTの効果にど
のような影響を及ぼすのか検討した。研究６では，「上演
法」段階において，自己の思考や行動を客観的に観察し，
把握する視点を促進する手続きを取り入れたFRTを開発
し，その社交不安改善効果を検討した。
　その結果，FRTの手続きに，「シナリオ作成に実験参加者
の意思決定を反映すること」「役割や課題の意味理解を促進
すること」「役割を演じる自己の思考や行動を客観的に把握
すること」を取り入れることが，クライエントにおける「人
の主体的な，環境の認識と環境への関わり」を高めるとと
もに，「役割演技を行う自己に対する否定的な評価」を抑制
し，社交不安の改善に優れた影響を及ぼすことが示された。
第８章　役割固定法の効果に関わる要因を考慮して改良し
た役割固定法の効果の検討
　本章における研究７では，研究４～６の成果を踏まえ，
効果を強める要因に着目して改良したFRT（refined FRT 
：RFRT）を考案し，その社交不安改善効果を検証した。そ
の結果，RFRT群は，従来の標準的なFRT（standard FRT: 
SFRT）を実施した群と比較して，社交不安尺度（Liebowitz 
Social Anxiety Scale日本語版：LSAS-J；朝倉他，2002）
における有意な得点の低減がみとめられ，RFRTが社交不
安の改善に有効であることが示された（Figure）。さらに
FRTによる介入終了後の内省報告の内容から，RFRT群は，
SFRT群と比較して，別の役割を演じることに対して，抵抗感
が少なく，さらに負担感も少ない傾向があること，上演法を
実行するモチベーションが維持されやすく，モチベーション
が低下する頻度が少ないことなど，量的なエビデンス以外の
面でも差異があることが示唆された。
第９章　総括的考察
　本章では，本論文の成果および意義についてまとめ，そ
の上で，本論文の限界と今後の課題について言及した。本
論文では，社交不安のアセスメントに適したRepが開発さ
れ，その社交不安用Repを用いることで，社交不安の高い
者全体としての特徴的なコンストラクトのパターンおよび
個々人に特有のコンストラクトシステムを把握することが
可能になった。これは，Repが社交不安に対する有用なア
セスメントツールとなる可能性を示す知見であり，有意義
なものである。また，本論文では，FRTの一連の手続きに
おいて，効果を強める要因を，エビデンスに基づき体系的
に示した。さらに，「Cl. の主体的な，環境の認識と環境へ
の関わりの促進」および「役割演技を行う自己に対する肯
定的な評価の抑制」を考慮した，FRTの有効性を実証した。
このように，有効な操作を明確にすることで，FRTが技法
として洗練され，社交不安に対する優れた効果が実証され
たことは，非常に意義深い。
　今後は，社交不安用Repによって得られた知見を介入に
活用すること，FRTの効果メカニズムを詳細に検討するこ
と，PCTが目指す「人間の成長」の観点からFRTの効果を
検証することが課題である。
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